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町民の動き
令和５年１月1日現在　（　）内は前月からの増減

人口 23,574人（－12）［男 11,472人（－8）　女 12,102人（－4）］　世帯数 10,217世帯（－9）

二十歳を迎えられた皆さまの
大きな夢が叶いますように！！ ※写真撮影時のみマスクを外してくださいました。

祝 二十歳



　
昭
和
55
年
４
月
健
康
保
険
鳴
門
病
院
（
現
徳
島
県
鳴
門
病
院
）
に
診
療

放
射
線
技
師
と
し
て
入
職
。

　
平
成
22
年
４
月
放
射
線
部
技
師
長
に
就
任
。

　
平
成
31
年
３
月
定
年
退
職
後
、再
雇
用
に
て
現
在
も
勤
務
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
長
年
の
功
績
に
よ
り
、瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

保
健
衛
生
功
労

元
鳴
門
病
院
放
射
線
部
技
師
長

　
　板
東
　孝
典
（
64
歳
）
新
喜
来

　
昭
和
18
年
神
山
町
生
ま
れ
。

　
昭
和
56
年
に
山
田
外
科
内
科
を
開
業
し
、
以
来
41
年
間
町
役
場
の
隣
で

日
常
診
療
を
続
け
な
が
ら
学
校
医
と
し
て
の
仕
事
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
長
年
の
功
績
に
よ
り
、瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　　
こ
の
度
の
受
章
に
つ
い
て
、
ご
自
身
だ
け
の
功
績
で
は
な
く
、
県
医
師

会
、
郡
医
師
会
の
ご
協
力
の
お
陰
と
感
謝
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

学
校
保
健
功
労
　学
校
医

　
　山
田
　大
資
（
78
歳
）
高
房

秋 の 叙 勲

たくさんのご寄附を

いただきました

　新型コロナウイルス感染対策として、たくさんの
ご寄附をいただきましたのでご紹介いたします。
　ご厚意に心より感謝申しあげます。

　12月23日、㈱フジタ建設コンサルタント様よ
り、アルコール消毒液をご寄附いただきました。
　いただきましたアルコール消毒液は町内小・中学
校に配布させていただきました。ありがとうござい
ました。

　北島町役場では、次の省エネ対策に取り組
んでいます。
　町民の皆さまにはご不便等おかけします
が、ご理解とご協力をお願いいたします。

主な省エネ対策

●空調設備の設定温度
　（冷房28度、暖房20度）
●お昼休み時間帯について可能な範囲の消灯
●近隣階（２アップ　３ダウン）への移動の
際の階段利用

●ＯＡ機器関係の不使用時の電源オフ

※町民・事業者の皆さまも無理の
　ない範囲で節電・省エネの取り
　組みにご協力をお願いします。

役場の省エネ対策役場の省エネ対策
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は
た
ち
の
つ
ど
い

赤
木　
夕
記　

　
こ
の
度
「
は

た
ち
の
つ
ど

い
」
を
迎
え
、

大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
二
十
歳
と
い
う
節
目
の
年

と
な
り
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
が
よ

り
一
層
強
ま
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
家
族
や
友
人
た
ち
、
先

生
方
、
こ
れ
ま
で
に
出
会
い
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
の
お
か
げ

で
、
新
成
人
と
し
て
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
を
振
り
返
る

と
、
様
々
な
挑
戦
や
経
験
、
出
会
い

に
満
ち
溢
れ
た
日
々
で
あ
っ
た
と
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
嬉
し
い
こ
と

や
成
功
体
験
ば
か
り
で
は
な
く
、
時

に
は
自
分
自
身
の
こ
と
で
思
い
悩
ん

で
後
悔
し
た
こ
と
や
、
失
敗
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
と

な
っ
て
は
、
家
族
や
友
人
と
の
楽
し

か
っ
た
思
い
出
も
、
自
分
の
将
来
に

つ
い
て
悩
ん
だ
こ
と
も
す
べ
て
が
、

周
り
の
人
の
存
在
の
大
き
さ
や
努
力

の
大
切
さ
な
ど
、
多
く
の
気
づ
き
や

学
び
を
得
ら
れ
た
経
験
で
あ
り
、
今

の
自
分
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
地
元
を
離
れ
、
大
学
生
と

し
て
専
門
分
野
の
学
び
や
サ
ー
ク
ル
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
取
り
組
み
、
先

生
や
友
人
、
先
輩
な
ど
様
々
な
人
か

ら
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の
将

来
と
向
き
合
う
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
自
分
自
身
の
未
熟
さ
に
落
ち
込

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
の

経
験
や
学
び
を
生
か
し
て
、
今
の
自

分
の
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
前
向

き
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
大
人
と
し

て
、
自
分
の
選
ん
だ
道
に
責
任
を

も
っ
て
歩
む
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
今
後
も
周
り
の
人
か
ら
の
支
え

や
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
日
々
自
分
自

身
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

成
人
を
迎
え
て

森　
　
由
衣

　
こ
の
度
、
無

事
に
成
人
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と

に
喜
び
を
感
じ

る
と
共
に
、
私
た
ち
の
「
は
た
ち
の

つ
ど
い
」
開
催
の
た
め
に
尽
力
し
て

下
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
こ
の
場
を

借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
う

し
て
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
私
を
大
切
に
育
て
て

く
れ
た
家
族
、
楽
し
い
時
間
も
苦
し

い
時
間
も
共
に
過
ご
し
て
く
れ
た
友

人
、
時
に
厳
し
く
、
温
か
く
指
導
し

て
下
さ
っ
た
先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。

20
年
間
を
振
り
返
る
と
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
多
く
の
方
々
に
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
の
私
が
い
る
の
も

私
の
人
生
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
方
々

の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
成
人
を
迎
え
た
私
は
新
た

な
目
標
に
向
け
て
大
学
で
勉
強
し
て

い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
た
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
生
活
が

一
変
し
ま
し
た
。
毎
日
顔
を
合
わ
せ

て
友
人
と
会
話
が
で
き
る
こ
と
、
旅

行
に
行
け
る
こ
と
、
学
校
行
事
を
思

い
っ
き
り
楽
し
む
こ
と
、
当
た
り
前

だ
と
思
っ
て
い
た
日
々
が
当
た
り
前

で
は
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。

　
高
校
ラ
ス
ト
の
年
は
い
ろ
い
ろ
と

我
慢
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
年
で

あ
り
、
私
た
ち
以
外
の
学
生
に
と
っ

て
も
苦
し
い
日
々
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
児
童
、
生
徒
の

た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
授
業
を
必

死
に
組
み
立
て
て
く
れ
た
先
生
方
を

見
て
よ
り
一
層
教
師
に
な
り
た
い
と

い
う
想
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
支
え
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
私
が

人
々
を
支
え
る
立
場
に
な
れ
る
よ
う

尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
成
人
を
迎
え
た
と
は
い
え
、
私
た

ち
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
十
歳
を
迎
え
て

町
田　
昴
海

　
満
二
十
歳
を

迎
え
、
大
人
と

し
て
の
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
続
く
大
変
な
状
況
の
中
、

私
た
ち
の
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
開

催
の
為
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
自
身
と
し
ま
し
て
は
、
20
年
と
い

う
長
い
間
、
そ
し
て
今
な
お
支
え
続

け
て
く
れ
て
い
る
家
族
や
親
戚
、
ま

た
こ
の
20
年
の
間
に
出
会
い
、
時
を

共
に
し
て
き
た
多
く
の
友
人
、
何
か

と
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
こ
の

場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
十
歳
と
な
り
、
こ
れ
よ
り
先
、

私
た
ち
は
大
人
と
い
う
立
ち
位
置
に

な
り
ま
す
。
す
で
に
仕
事
を
し
て
い

る
人
、
大
学
や
専
門
学
校
に
通
っ
て

い
る
人
、
社
会
経
験
の
差
は
あ
る
に

し
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
つ
い
２
年

前
ま
で
、
ま
だ
子
供
と
し
て
周
囲
の

大
人
や
社
会
よ
り
支
援
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
私
は
現
在
大
学
に

通
っ
て
お
り
、
経
済
的
な
面
な
ど
い

ま
だ
多
く
を
両
親
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
親
元
を
離
れ
一
人

暮
ら
し
を
始
め
て
か
ら
２
年
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
神
的
な

面
で
は
自
立
で
き
始
め
て
き
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
二
十
歳
と
い
う
節

目
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
頂
戴
し

た
数
々
の
ご
支
援
に
報
い
る
た
め
立

派
な
大
人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
、

よ
り
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
二
十
歳

を
迎
え
た
皆
さ
ん
と
お
酒
を
呑
み
な

が
ら
語
り
合
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

代表して謝辞を述べる石川うららさん

記念品を贈られる天野翔太さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は
た
ち
の
つ
ど
い

は
た
ち
の
つ
ど
い



申告相談（所得税・町県民税・国保税等）日程のご案内

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　
　
　
　（在
宅
投
票
）
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※詳しくは、町報１月号の折込み「申告相談（所
得税・町県民税・国保税等）のご案内」また
は町ホームページをご覧ください。

●期間　２月16日㈭〜３月15日㈬
　　　　※土日祝を除く

●時間　９時〜 16時

●場所　北島町総合庁舎　７階大ホール

※地区指定日にご都合の悪い方は、全地区また
は期間内の都合の良い日をご利用ください。

※駐車場が限られていますので、車でのご来庁
はできるだけご遠慮ください。

【お問合せ】　税務課　☎698−9803

●申告相談日程表
月日 曜日 地区 対象者

２月16日 木 新喜来・太郎八須

収入が公的年金等のみ
の方

２月17日 金 北 村
２月20日 月 中 村
２月21日 火 江 尻・ 高 房
２月22日 水 鯛 浜
２月24日 金 鯛 浜

上記以外の所得を有す
る方
（給与・営業・不動産・
農業等）

２月27日 月
２月28日 火 江 尻
３月１日 水 中 村３月２日 木
３月３日 金 北 村
３月６日 月 高 房
３月７日 火 新喜来・太郎八須
３月８日

〜

３月15日
（土日を除く）

水

〜

水
全 地 区

新型コロナウイルス等感染症予防および拡散防止のため、できるだけ申告書はご自身で作成の
うえ、電子申告・郵送等で提出してください。

＊住宅ローン控除の適用・譲渡所得（株式等の譲渡、土地・建物の売却）・消費税・贈与税・
相続税については、鳴門税務署で申告してください。

対
象
者

　
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
選
挙
人
で
、
次
の
（
ⅰ
）
又

は
（
ⅱ
）
に
該
当
す
る
方
、
又
は
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
の
方
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
北
島

町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

☎
６
９
８
‐
９
８
０
４

（
ⅰ
）
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
が

い
の
程
度
が
１
級
又
は
２
級

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
が
い
の
程
度

が
１
級
又
は
３
級

・
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
の
程
度
が
１

級
か
ら
３
級

（
ⅱ
）
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
の
程
度
が

特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
の
障
が
い

の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

手　
順

　
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
手
続
は

次
の
と
お
り
で
す
。
申
請
か
ら
交
付
ま
で

日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
た

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
投
票
に
先
立
っ
て
、
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

　
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
選
挙
人
が

署
名
を
し
た
申
請
書
、
身
体
障
害
者
手

帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
又
は
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
で
す
。
郵
便
等
投
票
証

明
書
は
郵
便
等
に
よ
り
選
挙
人
へ
送
付

さ
れ
ま
す
。

②
選
挙
時
に
投
票
用
紙
・
投
票
用
封
筒
の

請
求
を
行
い
ま
す
。

　
請
求
に
必
要
な
書
類
は
、
選
挙
人
が

署
名
を
し
た
請
求
書
、
郵
便
等
投
票
証

明
書
で
す
。

　
投
票
用
紙
・
投
票
用
封
筒
は
郵
便
等

に
よ
り
選
挙
人
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
選
挙
人
は
自
宅
等
現
在
す
る
場
所
で
、

投
票
用
紙
に
候
補
者
名
を
記
載
し
、
投

票
用
封
筒
に
入
れ
た
後
、
そ
の
表
面
に

署
名
し
て
、
郵
便
等
に
よ
り
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くらしの講座　開催のお知らせ

開設の趣旨　少年少女に科学的な興味、関心を追及できる場を提供し、家庭や学校環境の制約を離れて、異年令
の集団の中で工作活動を通じ完成する喜びを体得させ、科学的発想に基づく生活態度を育成すると
ともに、創造性豊かな人間形成を図ることを目的としている。

主　　催　北島町教育委員会・一般社団法人徳島県発明協会
会　　場　北島町老人福祉センター作業室（工作室）
対　　象　町内に住所を有する小学校新４年生から新６年生の児童で、年間を通じ参加できる児童
募集人員　18名以内とする。但し応募人員が超過した時には抽選により決定する。
期　　間　４月から翌年３月までとする。開講日は、月２回土曜日の午前（９：30～12：00）に行う。
参 加 費　6,000円／年　（材料費・保険料等）
　　　　　※開講式当日集金となりますので申込時は不要です
活動の内容　⑴　少年少女が本来持っている創造性をできるだけ発揮させるよう楽しみながら自由な発想で各種

の製作や加工を行う。
　　　　　⑵　集団での話し合いの指導や各種の基礎技術的な指導を受けながら創作方法を学ぶ。
　　　　　⑶　特定のテーマや児童の発想をもとに、みんなで創作方法を学ぶ。
　　　　　⑷　作品は、懇談会などで保護者に紹介する他、一般にも広く公開する機会を設ける。
　　　　　⑸　その他、本クラブの目的達成のために必要な活動を行う。
応募方法　入会申込書を北島町教育委員会までご提出ください。
　　　　　入会申込書は、小学校を通じて配布します。
申込締切り　２月28日㈫
申し込み・お問合せ  徳島県板野郡北島町中村字上地23－1  北島町教育委員会  ☎698－9812
※また、発明クラブでは、活動のお手伝い（整理・整頓等）をしてくれる方も募集しています。関心のある方は
北島町教育委員会までお問合せください。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、活動を延期または中止する場合がありますので、ご了
承ください。

北島町教育委員会

北島町少年少女発明クラブ会員募集
令和５年度（令和５年４月～令和６年３月）

北島町消費者協会

家族と備える認知症
啓発活動の一環として、くらしに役立つ講座を開催します。

どなたでもぜひお越しください。
内容

　家族と備える認知症
     　　講師： 生命保険協会徳島県協会
　　　　　　　　　　　　事務局長　丹羽　浩　氏

元気なうちにご家族と生命保険について確認しましょう！

日時　３月９日㈭　14時より　　　場所　北島町総合庁舎５階　研修室（予定）

★参加希望の方は、３月１日㈬までに北島町まちみらい課（☎698－9806）へ
お電話または窓口にてお申込みください

※定員50名までで締め切らせていただきます
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〔徳島県委託事業〕
徳島県福祉人材センターアイネット

福祉のお仕事相談

福祉のお仕事を探している方、興味がある方！
就職や転職活動のこと、福祉の資格取得などについて、
相談を受け付けております !!

◆福祉のお仕事紹介
◆福祉の資格のご相談
◆介護福祉士・保育士等の修学資金等の貸付
◆福祉の知識・技能取得セミナー
◆履歴書の書き方や働き方等のアドバイス
◆小中高大学等での福祉の授業

問合せ先　徳島県社会福祉協議会内
　　　　　徳島県福祉人材センターアイネット
　　　　　☎625－2040
ホームページ　https://ainet-tokushima.jp

アイネットでは
　福祉のいろんなことを応援しています
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福祉のお仕事相談

福祉のお仕事を探している方、興味がある方！
就職や転職活動のこと、福祉の資格取得などについて、
相談を受け付けております !!

◆福祉のお仕事紹介
◆福祉の資格のご相談
◆介護福祉士・保育士等の修学資金等の貸付
◆福祉の知識・技能取得セミナー
◆履歴書の書き方や働き方等のアドバイス
◆小中高大学等での福祉の授業

問合せ先　徳島県社会福祉協議会内
　　　　　徳島県福祉人材センターアイネット
　　　　　☎625－2040
ホームページ　https://ainet-tokushima.jp

アイネットでは
　福祉のいろんなことを応援しています
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「にこふわ」子育て応援情報
子宮頸がん検診・乳がん検診　お忘れでないですか？

ー今年度受診できるのは令和５年３月31日までー
お急ぎ
ください！

子宮頸がん・乳がんは早期発見・早期治療で  90％以上が治る  といわれています

　北島町では、20歳以上の女性には子宮がん検診を、40歳以上の女性には乳がん検診を、隔年
で実施しています。（令和４年度に各検診の対象かどうかは、令和４年５月下旬頃にお送りした
　青色の受診券　でご確認いただけます。）
　がんを予防し、早期発見・早期治療のために、定期的にがん検診を受けましょう！

子宮頸がん
20代から子宮頸がん罹患率が急増します!!
①20～30歳代の罹患率が増加
②初期はほとんど自覚症状なし
③若い年代で子宮頸がんにかかる方は、
　20年前に比べて２～３倍
原因：ヒトパピローマウイルス、性交渉
※性交経験のある女性の過半数が生涯で感染

乳がん
女性がかかるがんで最も多いがんです!!
①日本人女性がかかる罹患率が、がんの
　中で最も高く年々増加
②毎年９万人以上が新たに乳がんにかかる
③生涯で乳がんにかかる割合は９人に１人
おもなリスク要因
・初経年齢が早い　・閉経年齢が遅い　・出産歴がない
・初産年齢が遅い　・授乳歴がない　・閉経後の肥満
・飲酒習慣　　　　・一親等の乳がんの家族歴
・良性乳腺疾患の既往歴

がん検診の
受　診　券
（青）

【検診期間】　３月31日㈮まで
【検診費用】　乳がん検診1,500円、子宮がん検診1,200円
　　《無料対象者》　子宮がん検診　昭和56年４月２日～平成14年４月１日生
　　　　　　　　　　乳がん検診　　昭和36年４月２日～昭和57年４月１日生
【検診医療機関】　県内の委託医療機関（受診券をご確認ください）
【その他】　・医療機関によっては、事前予約が必要な場合があります。
　　　　　　・受診方法が不明な方、転入等でお手元に受診券が届いていない方等は、健康保険課にご連絡ください。

なぜ
がん検診が
必要？

※無料対象者は、令和３年度の受診歴に
　関わらず今年度も受診できます!!

82023. 2　町報　きたじま　

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種はお済みですか？
　令和４年度の高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の実施は、３月末日までです。
　対象の方には、令和４年４月初旬にご案内をお送りしています。予防接種を希望される方は、期間内に接種しま
しょう。（町の補助を受けて4,000円で接種できるのは、今年度限りの予定です。）
　また、新型コロナウイルスワクチンとの接種間隔を14日間空ける必要がありますのでご注意ください。

【令和４年度の接種対象者】（ただし、接種時に北島町に住民票を有する方のみです。）

※過去に任意接種（自費）や定期接種で、ニューモバックス（23価）の肺炎球菌ワクチンを一度でも接種され
たことのある方は、定期接種の対象ではありません。

※60～64歳で心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能に日常生活が極度に制限される程度の障がいがある方で、接種希
望の方は健康保険課にお問い合わせください。

　　65歳（昭和32年４月２日 ～ 昭和33年４月１日生）
　　70歳（昭和27年４月２日 ～ 昭和28年４月１日生）
　　75歳（昭和22年４月２日 ～ 昭和23年４月１日生）
　　80歳（昭和17年４月２日 ～ 昭和18年４月１日生）

　　85歳（昭和12年４月２日 ～ 昭和13年４月１日生）
　　90歳（昭和７年４月２日 ～ 昭和８年４月１日生）
　　95歳（昭和２年４月２日 ～ 昭和３年４月１日生）
　100歳（大正11年４月２日 ～ 大正12年４月１日生）

※予診票を紛失された方は、健康保険課までご連絡ください。

町の補助を受けての接種は、今年度限りの予定ですのでご注意ください！
（全額自己負担での接種ですと、8,000円以上費用がかかります。）



「 にこふわ」子育て応援情報
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子育て支援課　☎698－8909

　子育て世代包括支援センター「にこふわ」では、安心して妊娠・出産・育児ができるように、保健師・管理
栄養士・保育士・助産師が個別の育児相談（随時対応）や教室等を行っています。（新型コロナウイルスの感
染状況等により、中止となる場合がございます。ご了承ください。）
※「にこふわ」（愛称の意味・愛称に込めた思い：悩みを相談できたら、にこにこ笑顔でふわっと気持ちが明るくなるように）

～ ２月の教室・相談 ～　※要予約
 

◎お母さんのお話タイム･･･家庭や地域での妊産婦等の孤立感解消を図ることを目的に、保健相談センターの和室
を開放しています。　※♡の日は、保育士の「親子遊び」、★の日は、理学療法士のママのセルフケア（体操）
やマインドワークを実施しています♪（定員あり）

◎助産師による母乳相談･･･母乳相談以外にも、赤ちゃんを迎える準備物やお風呂の入れ方など不安に思っている
ことにお答えします。（個別対応）

◎楽育（抱っこ）教室　･･･助産師が、抱っこの仕方や寝かしつけた赤ちゃんを起こさずベッドに寝かせる方法、
赤ちゃんのからだ・発達に大切なことについて、お話しします。（定員あり）

◎ことばの発達応援教室･･･保育士と言語聴覚士が、ことばの発達を促す方法についてお話しします♪（定員あり）

　～予防接種について～
　子どもは病気にかかりやすく、かかると重くなることがありますが、予防接種で予防できる病気もあります。
予防接種の受け漏れなどがないか母子健康手帳で確認し、未接種のものがある場合には、この機会に接種を受け、
４月からの入園・入学に備えましょう★
　特に、下記の２つについては第２期の接種漏れに気を付けましょう！

麻しん・風しん（MR）第２期
・対象年齢：平成28年４月２日 ～ 平成29年４月１日生（４月に小学１年生になるお子さん）
・対象時期：３月31日まで

ジフテリア・破傷風（DT）第２期
・対象年齢：小学６年生（４月に中学１年生になるお子さん）
・対象時期：13歳になる誕生日の前日まで

※定期予防接種は、病気の種類ごとに定められた対象年齢や対象時期があります。対象年齢や対象時期を過ぎてし
まうと、任意接種の取り扱いとなり、接種料金が発生することになりますのでご注意ください。

事　業　名 対　　　象 時　　間 ２月

お母さんのお話タイム 妊婦さんと１歳半までのお子さんをもつ育
児を楽しみたい保護者 13時30分〜 15時 ７日㈫★

27日㈪♡

助産師による母乳相談 妊婦さんと母乳育児を楽しみたい保護者

①13時〜 14時
②14時〜 15時
③15時〜 16時
④16時〜 17時

６日㈪
21日㈫

楽育（抱っこ）教室 妊婦さんと育児を楽しみたい保護者 13時30分〜 15時 20日㈪

ことばの発達応援教室 １歳半〜３歳半のお子さんと保護者 9時30分〜 12時 24日㈮
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れ
ま
す
。
２
つ
の
文
化

祭
で
、「
藍
の
ふ
る
さ
と
阿
波
」
を

紹
介
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
当

館
所
蔵
の
旧
三
木
ガ
ー
デ
ン
歴
史
資

料
館
資
料
の
藍
関
連
資
料
が
、
そ
の

構
成
文
化
財
の
一
つ
を
担
っ
て
い
ま

す
。
藍
栽
培
や
蒅
の
生
産
、
販
売
に

つ
い
て
記
し
た
古
文
書
、
藍
染
衣
料

の
販
売
店
、
栽
培
に
欠
か
せ
な
い
肥

料
を
取
り
扱
っ
て
い
る
商
店
の
引
き

札
や
、
藍
産
業
と
共
に
発
展
し
た
人

形
浄
瑠
璃
関
連
資
料
な
ど
で
す
。

「
第
52
回　
北
島
町
文
化
祭
」

　
藍
に
ま
つ
わ
る
地
域
の
た
か
ら

第
52
回
町
文
化
祭
開
催
に
合
わ
せ

て
、
日
本
遺
産
「
藍
の
ふ
る
さ
と
阿

波
」
９
市
町
連
携
パ
ネ
ル
展
「
藍
に

ま
つ
わ
る
地
域
の
た
か
ら
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

連
携
パ
ネ
ル
展
示
は
、
各
市
町
が

そ
れ
ぞ
れ
所
有
す
る
構
成
文
化
財
に

つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
で
、
徳
島
市

か
ら
始
ま
り
石
井
町
で
終
わ
り
ま
す
。

開
催
期
間
は
令
和
４
年
10
月
か
ら
令

和
５
年
３
月
ま
で
で
す
。
北
島
町
は

10
月
23
日
～
31
日
ま
で
創
世
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
徳
島
市
、
藍
住
町
、
上

板
町
、
吉
野
川
市
、
板
野
町
、
阿
波

市
も
も
う
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

後
２
月
に
美
馬
市
、
３
月
に
石
井
町

で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

「
藍
魅
力
発
信
展
覧
会
２
０
２
２
」

　
　

ま
た
、
沖
縄
県
那
覇
市
で
行
わ
れ

た
「
第
37
回
国
民
文
化
祭
美
ら
海
お

き
な
わ
文
化
祭
２
０
２
２
」
に
あ
わ

せ
て
、
10
月
29
日
か
ら
11
月
７
日
に
、

徳
島
県
も
特
別
連
携
事
業
と
し
て
、

「
藍
魅
力
発
信
展
覧
会
２
０
２
２
」

を
同
地
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
昨
年
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
「
阿
波
藍
魅
力
発
信
展
覧

会
２
０
２
１
」
継
続
展
覧
会
で
、

「
藍
の
ふ
る
さ
と
阿
波
」
も
昨
年
の

古
文
書
巡
回
展
示
で
参
加
し
た
よ

う
に
、
引
き
続
き
参
加
し
ま
し
た
。

「
藍
の
ふ
る
さ
と
阿
波
」
は
事
例
発

表
で
、
藍
は
全
国
各
地
ま
た
世
界
で

つ
く
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

な
ぜ
徳
島
の
藍
が
人
気
な
の
か
を
、

歴
史
か
ら
ひ
も
と
い
て
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。

展
覧
会
で
は
、
阿
波
藍
だ
け
で
な

く
開
催
地
沖
縄
の
琉
球
藍
ま
た
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
や
中
国
を
は
じ
め
と
す

る
外
国
の
藍
染
資
料
や
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
藍
の
歴

史
だ
け
で
な
く
現
代
の
新
し
い
活
用

方
法
、
ま
た
、
伝
統
技
術
を
継
承
し

た
若
い
作
家
さ
ん
達
の
取
り
組
み
な

ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

展
覧
会
は
、
藍
を
歴
史
か
ら
現
代

へ
継
続
し
て
紹
介
し
、
そ
の
魅
力
を

発
信
す
る
内
容
で
し
た
。
10
日
間
で
、

３
５
８
５
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

図
書
館
学
芸
員　
　

原　

多
賀
子

「
三
木
ガ
ー
デ
ン

　

　歴
史
資
料
館
」資
料

北島町
所蔵

№90

写真３　連携パネル展示の様子　２（図書館２F）

写真１　連携パネル展示のチラシ（表）

写真２　連携パネル展示の様子　１（図書館２F）

写真４「藍魅力発信展覧会 2022」チラシ（裏）



11 町報　きたじま　2023. 2

今
月
の
納
税

　
２
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
８

期
）
、
町
・
県
民
税
（
４
期
）
の
納

期
で
す
。

納
期
限　
２
月
28
日
㈫

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　
税
務
課　
☎
６
９
８

−

９
８
０
３

お
知
ら
せ

身
体･

知
的
障
が
い
者
相
談
員
に

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い  

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
か

ら
相
談
を
受
け
、
助
言
や
指
導
を
行

う
な
ど
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
地
域

で
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
相
談
員

に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、

障
が
い
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
方
は

安
心
し
て
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　
社
会
福
祉
課

　
☎
６
９
８

−
９
８
０
２

令
和
５
年
度
採
用
北
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
職
員
試
験
の
実
施  

１　
試
験
区
分　
児
童
厚
生
員

２　
採
用
予
定
人
員　
若
干
名

３　
受
験
資
格　

　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
保
育
士
の
資
格
・
教
員

免
許
・
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
い
ず
れ

か
を
取
得
し
て
い
る
者
。又
は
、令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
に
当
該
資
格
並

び
に
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者
。

４　
試
験
日
及
び
場
所

○
第
１
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

教
養
試
験

・
試
験
日　
２
月
26
日
㈰　
　

・
場
所　
北
島
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）

・
試
験
日　
３
月
19
日
㈰　

・
場
所　
北
島
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

５　
受
付
期
間
・
応
募
方
法

　
２
月
10
日
㈮
17
時
（
必
着
）
ま
で

に
写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書
と
資
格

等
の
写
し
を
添
え
て
北
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。（
平
日
８
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
ま
で
）

６　
お
問
合
せ　

　
北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
６
９
８

−

８
９
１
０

の
お
知
ら
せ

2
月月
2

急に在宅当番医が変わること
があります。
もし、病院に連絡がつかない
場合は、板野東部消防本部（☎
698−9119）にご連絡くだ
さい。

在
宅
当
番
医
割
出
表

２月５日㈰ 板野町 近藤内科医院 672−5630

２月11日（土・祝） 板野町 ファミリークリニックしんの 672−5148

２月12日㈰ 板野町 みやざき内科診療所 672−6618

２月19日㈰ 上板町 友成医院 694−5515

２月23日（木・祝） 藍住町 矢野医院 692−4411

２月26日㈰ 上板町 井内内科 694−5353

お

　く

　や

　み

（
12
月
届
分
）（
敬
称
略
）

松
　
本
　
政
　
夫
（
75
歳
）
中
　
村

舟
　
越
　
タ
ミ
子
（
93
歳
）
新
喜
来

森
　
　
　
善
　
博
（
70
歳
）
北
　
村

新
　
居
　
フ
ミ
子
（
99
歳
）
新
喜
来

新
　
見
　
サ
ダ
コ
（
94
歳
）
鯛
　
浜

永
　
松
　
重
　
夫
（
90
歳
）
鯛
　
浜

大
　
道
　
　
　
忠
（
80
歳
）
高
　
房

　
あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
１
箱

か
ら
１
０
５
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

た
ば
こ
は
町
内
で

　
　買
い
ま
し
ょ
う

「毎月20日はあいさつ運動の日です」
２月のあいさつ運動は
　　　　２月20日㈪に行います。

※あいさつ運動の際には、マスク等の着用や、人との
　間隔は適切な距離を空けるよう努めてください。

北島町青少年健全育成町民会議

お 知 ら せ

あいさつで、人と人とのつながりを深めましょう。

　
生
理
用
品
の
無
償
提
供
は

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

　提
供
場
所

北
島
町
役
場
　
２
階
総
務
課

（
平
日
：
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

（
☎
６
９
８

－

９
８
０
１
）

　提
供
数

月
ご
と
に
先
着
30
パ
ッ
ク

（
昼
用
15
パ
ッ
ク
、
夜
用
15
パ
ッ

ク
で
な
く
な
り
次
第
、
そ
の
月
の

分
は
終
了
）

　提
供
の
条
件

使
用
者
本
人
１
人
に
つ
き
１
パ
ッ

ク
（
代
理
来
庁
の
方
に
は
お
渡
し

で
き
ま
せ
ん
）

「
生
理
用
品
の

　
　
　無
償
提
供
」

　
　
　
　に
つ
い
て



春季全国火災予防運動

４つの習慣
　１．寝たばこは絶対にしない、させない。
　２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　３．こんろを使うときは火のそばを離れない。
　４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

６つの対策
　１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置のついた機器を使用する。
　２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
　３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　４．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
　５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
　６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。
　
　令和４年１月１日から令和４年12月31日までの町別火災件数は以下の通りです。

防火標語（2022年度全国統一防火標語） 「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

〔お問合せ〕板野東部消防組合消防本部　☎698－0119

火災件数
松茂町
４件

北島町
１件

藍住町
２件

合　計
７件

３月１日～３月７日

住宅防火
いのちを守る
10のポイント

春季全国火災予防運動

英検準１級合格 新喜来　前崎　葵花さん
　　　　　　　　中学１年生

　町内在住の中学１年生　前崎　葵花さんが英検準１級に
合格されました。
　前崎さんは、お父さんのお仕事の関係で海外に出かける
ことが多く、そのため英語を使って会話をすることを覚え
たそうです。英語で本を読んだり、友達と英語でコミュニ
ケーションをとったりすることも好きになったそう。
　今回は、自分がどれくらい学べているか確認したいとい
う思いから、英検を受験されたということでした。
　これからの目標は、中学校卒業までに英検の１級に合格
することだそうで、英検１級は社会問題、時事問題に関連
したトピックに自分の意見を述べる必要があるため、もっ
と大人の思考を身につけつつ複雑な英語も使いこなせるよ
う引き続き学んでいきたいとのことでした。
　目標を達成されるよう応援しております。
　この度は本当におめでとうございました！

あお　い
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◎
行
事
予
定
（
２
月
・
３
月
）

★
２
月
11
日
・
12
日
・
18
日

第
７
回
徳
島
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
新
人
大
会

★
２
月
19
日

北
島
町
ひ
ょ
う
た
ん
杯
空
手
道
大
会

★
２
月
23
日

川
内
し
ら
さ
ぎ
カ
ッ
プ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

★
２
月
26
日
・
３
月
12
日
・
19
日

２
０
２
２
年
度
徳
島
社
会
人
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

★
３
月
４
日
・
５
日

小
学
生
近
県
交
流
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

★
３
月
26
日

北
島
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
卓
球
大
会

月
例
大
会
に
お
い
て
、
筒
井
さ
ん
が
２
ヶ
月

連
続
ベ
ス
グ
ロ
で
の
優
勝
に
輝
い
た
。

北
島
町

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

だ
よ
り

（
注
）
同
ネ
ッ
ト
は
ハ
ン
デ
上
位

12
月
度
月
例
杯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
日　
12
月
２
日
㈮　
参
加
者
数
31
名

場
所　
北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　
勝　
大
寺
富
美
子　
33
打
○ホ
２

準
優
勝　
住
田
美
代
子　
33
打
○ホ
１

第
３
位　
原
田　
礼
子　
35
打
○ホ
２

第
４
位　
勢
井　
梅
吉　
35
打
○ホ
１

第
５
位　
高
山　
文
生　
37
打
○ホ
１

鳴
門
市
板
野
郡
会
員
交
流
Ｇ
Ｇ
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
日　
12
月
７
日
㈬　
参
加
者
数
215
名

場
所　
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
運
動
公
園

（
男
性
の
部
）

準
優
勝　
田
代　
宗
男
（
３
Ｒ
）

50
打
○ホ
２

（
北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
関
係
の
み
）

健
康
作
り
杯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
日　
12
月
16
日
㈮　
参
加
者
数
31
名

場
所　
北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　
勝　
住
田
美
代
子　
34
打
○ホ
２

準
優
勝　
荒
尾
美
枝
子　
35
打
○ホ
１

第
３
位　
大
寺
富
美
子　
35
打　

 

第
４
位　
秋
田　
久
夫　
38
打
○ホ
１

第
５
位　
高
山　
文
生　
38
打
○ホ
１

月
・
日

大　
会　
名　
称

チ
ー
ム
・
人
員

成　
　
績

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

11
・
　

13
〜
14

第
34
回
全
国
健
康
福
祉
祭
交
流
大
会

　
場
所　
神
奈
川
県
綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

４
名

上
位
入
賞
者　
な
し

男
子　
最
高
齢
者
賞　
井
出　
輝
久

女
子　
高
齢
者
賞　
　
木
内
百
合
子

11
・
19
第
30
回
北
島
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
杯

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

35
名

優
勝　
　
　
　
山
村　
武
司

73

２
位　
　
　
　
福
永　
嘉
春

76

３
位　
　
　
　
阿
部
美
恵
子

78

11
・
26
11
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

26
名

優
勝　
筒
井　
英
幸　
日
野　
弘
一

75

61

２
位　
竹
林　
光
男　
中
村　
芳
正

75

68

３
位　
下
川　
利
雄　
山
村　
武
司

79

68

12
・
10
12
月
度
月
例
大
会

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

33
名

優
勝　
　
　
　
筒
井　
英
幸

65

60

２
位　
　
　
　
津
川　
孝
子

94

67

３
位　
　
　
　
冨
士　
繁
男

89

69

ベ
ス
グ
ロ　
　
筒
井　
英
幸

65

募　集　種　目 資　　　格 受付期間 試　験　日 そ　の　他

自衛官候補生

18～ 33歳未満の者
（高校卒業見込を含む）
（32歳の者は、採用予
定月の１日から起算し
て３月に達する日の翌
月の末日現在、33歳
に達してない者）

年間を通じて
行っています。

詳細について
は、下記のお問
合せ先までご連
絡ください。

年間を通じて
行っています。

詳細について
は、下記のお問
合せ先までご連
絡ください。

試験会場
海上自衛隊　徳島教育航空群基地内　
（松茂町）

詳細については、下記のお問合せ先
までご連絡ください。
※新型コロナウイルスの影響により
試験日を変更する場合があります

お問合せ先：自衛隊鳴門地域事務所（☎685－5306）
　　　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57

自衛官候補生採用案内

※鳴門地域事務所では随時説明会を実施していますのでご予約いただければ24時間対応いたします。



春季全国火災予防運動

４つの習慣
　１．寝たばこは絶対にしない、させない。
　２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　３．こんろを使うときは火のそばを離れない。
　４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

６つの対策
　１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置のついた機器を使用する。
　２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
　３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　４．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
　５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
　６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。
　
　令和４年１月１日から令和４年12月31日までの町別火災件数は以下の通りです。

防火標語（2022年度全国統一防火標語） 「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

〔お問合せ〕板野東部消防組合消防本部　☎698－0119

火災件数
松茂町
４件

北島町
１件

藍住町
２件

合　計
７件

３月１日～３月７日

住宅防火
いのちを守る
10のポイント

春季全国火災予防運動

英検準１級合格 新喜来　前崎　葵花さん
　　　　　　　　中学１年生

　町内在住の中学１年生　前崎　葵花さんが英検準１級に
合格されました。
　前崎さんは、お父さんのお仕事の関係で海外に出かける
ことが多く、そのため英語を使って会話をすることを覚え
たそうです。英語で本を読んだり、友達と英語でコミュニ
ケーションをとったりすることも好きになったそう。
　今回は、自分がどれくらい学べているか確認したいとい
う思いから、英検を受験されたということでした。
　これからの目標は、中学校卒業までに英検の１級に合格
することだそうで、英検１級は社会問題、時事問題に関連
したトピックに自分の意見を述べる必要があるため、もっ
と大人の思考を身につけつつ複雑な英語も使いこなせるよ
う引き続き学んでいきたいとのことでした。
　目標を達成されるよう応援しております。
　この度は本当におめでとうございました！

あお　い

13 町報　きたじま　2023. 2
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文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
児
童
生
徒
の
問
題

行
動
・
不
登
校
調
査
に
よ
る
と
２
０
２
１
年
度

に
認
知
し
た
い
じ
め
は
前
年
度
よ
り
増
加
し
て

お
り
、
不
登
校
も
急
増
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら

れ
が
ち
な
「
い
じ
り
」
と
「
い
じ
め
」
に
違
い

は
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
の
中
で
特
定
の
人
を
か
ら
か
い
や

嘲
笑
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
場
を
盛
り
上
げ
る

行
為
を「
い
じ
り
」と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は「
い

じ
め
」
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
は
た
し
て
そ
う
で

し
ょ
う
か
。
集
団
の
雰
囲
気
を
明
る
く
す
る
た

め
の
い
じ
り
行
為
は
、「
場
の
雰
囲
気
を
壊
し

た
く
な
い
」「
空
気
を
読
め
な
い
と
思
わ
れ
た

く
な
い
」
と
考
え
る
、
い
じ
ら
れ
て
い
る
側
か

ら
す
れ
ば
な
か
な
か
文
句
を
言
え
な
く
な
り
ま

す
。
い
じ
っ
て
い
る
側
か
ら
す
れ
ば
、
集
団
の

中
で
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
し
、
本
人

か
ら
の
文
句
も
な
い
の
で
大
丈
夫
だ
と
思
い
が

ち
で
す
。「
い
じ
り
」
は
悪
気
が
な
く
行
わ
れ

が
ち
で
あ
る
た
め
見
逃
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

　
次
に
「
い
じ
り
」
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
は

あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
人
に
よ
っ
て
嫌

だ
と
思
う
こ
と
は
さ
ま
ざ
ま
だ
し
、
同
じ
人
で

も
そ
の
日
の
気
分
に
よ
っ
て
い
じ
り
を
許
せ
る

範
囲
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
は

ど
ん
な
「
い
じ
り
」
で
も
「
い
じ
め
」
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
「
い
じ
り
」
を
安
易
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
多
用
す
る
こ
と
で
人
間

関
係
に
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
ま
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
集
団
の
中
の
雰
囲
気
づ
く
り
の
た

め
に
い
じ
ら
れ
役
を
演
じ
る
義
務
は
誰
に
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
い
じ
ら
れ
る
側
の
気
持
ち
は
本
人
に
し
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
本
人
が
不
快
に
思
う「
い
じ
り
」

は
「
い
じ
め
」
で
す
。
い
じ
り
行
為
が
エ
ス
カ

レ
ー
ト
す
る
と
強
い
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と

に
な
り
、
学
校
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は

他
人
に
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
相
手
の
立

場
に
な
っ
て
考
え
て
み
て
嫌
だ
と
思
う
「
い
じ

り
」
は
や
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
い
じ
め
」
と
「
い
じ
り
」
は
違
う
？

徳島板野警察署広報　☎698－0110

みんなで防ごうサイバー犯罪 ! !みんなで防ごうサイバー犯罪 ! !
　「サイバー犯罪」は、誰もが被害に遭う可能性のある身近な犯罪です。その多くは、犯罪の手口を知る
ことで被害を防ぐことができます。今回は、多くの相談が寄せられる手口について紹介します。

インターネット上の通販サイト
には、お金を支払っても商品が
届かない悪質サイトがたくさん
あります。大幅に値下げされた
サイトや支払い方法が選べない
サイト（銀行振込のみ、クレ
ジットカード払いのみ）は危険
です！
安全なサイトかよく考えてから
購入しましょう。

携帯会社、クレジットカード会社、宅
配業者、公的な機関など、様々な事業
者を装った偽のメールやSMS（ショー
トメッセージ）をきっかけに、個人情
報を盗んだり、お金を騙し取ったりす
る手口が確認されています。普段から、
メールやSMSに記載されたURLや電
話番号を使用せず、公式アプリやブッ
クマークした公式サイトから確認しま
しょう。

突然、「コンピュータウイルス
に感染しました。サポートセン
ターに電話してください。」と
いう警告通知が表示され、警告
音が鳴り響く、これは詐欺かも
しれません。
通知に記載された電話番号に電
話してはいけません。慌てず、
落ち着いて、誰かに相談しま
しょう。

海外偽通販サイト フィッシング サポート詐欺

支払ってしまったお金は戻ってきません。
流失してしまった情報を消すことはできません。
少しでも不審に感じたら、すぐにご相談ください！

サイバー犯罪のご相談は、フィッシング110番まで（☎622－3180）
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み ん な の 大 切 な 人 権

北島町社会教育指導員　藤　島　則　之北島町社会教育指導員　藤　島　則　之

令和４年度　北島町人権週間から令和４年度　北島町人権週間から

　
本
年
度
は
、
11
月
30
日
（
水
）
か

ら
12
月
６
日
（
火
）
ま
で
を
「
北
島

町
人
権
週
間
」
と
定
め
、
北
島
町
立

図
書
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
町

内
の
幼
稚
園
児
や
小
・
中
学
生
の
人

権
啓
発
作
品
及
び
人
権
パ
ネ
ル
（
あ

い
ぽ
ー
と
徳
島
所
有
）
の
展
示
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
日
に
は

３
年
ぶ
り
に
北
島
町
立
創
世
ホ
ー
ル

で
、
町
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
代
表
に
よ
る
人
権
問
題
意
見
発
表

会
、
並
び
に
講
演
会
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
そ
の
様
子

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
幼
稚
園
の
作
品

　
北
島
町
内
の
園
児
が
、「
自
分
を

大
切
に
し
よ
う
」
と
い
う
思
い
を
込

め
て
自
分
自
身
を
描
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
み
ん
な
と
も
だ
ち
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
、
た
く
さ
ん
の
と

も
だ
ち
、
素
敵
な
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
合
同
作
品
を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
違
い
は
あ
る
け
れ

ど
、「
み
ん
な
が
ず
っ
と
と
も
だ
ち
、

い
つ
も
一

緒
だ
よ
」

と
い
う
強

い
思
い
が

伝
わ
っ
て

く
る
感
じ

が
し
ま
し

た
。

○
小
・
中
学
校
の
作
品

　
人
権
教
育
は
教
育
活
動
す
べ
て
の

中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
さ
れ

た
硬
筆
や
習
字
・
人
権
ポ
ス
タ
ー
・

共
同
作
品
・
人
権
作
文
等
す
べ
て
の

作
品
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
表
現
の
か
た

ち
は
違
い
ま
す
が
、
人
権
尊
重
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
り

ま
す
。
人
権
作
文
を
読
ま
れ
た
方
か

ら
は
、「
中
学
生
の
作
文
か
ら
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
耳
が

聞
こ
え
に
く
い
高
齢
者
の
方
に
筆
談

を
使
う
こ
と
が
親
切
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
、
そ
う
し
て
き
ま
し
た
が
、

一
度
相
手

の
様
子
を

見
て
、
相

手
の
気
持

ち
を
読
み

と
り
、
接

し
て
い
く

こ
と
が
大

切
だ
と
学

び
ま
し
た
。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」

と
い
う
感

想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し

た
。

○
人
権
パ
ネ
ル
展

　

人
権
パ
ネ
ル
「
あ
な
た
は
大
丈

夫
？
考
え
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

人
権
」「
沖
縄
戦
と
ひ
め
ゆ
り
学
徒

隊
」（
あ
い
ぽ
ー
と
徳
島
所
蔵
）
の

展
示
を
し
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛

争
を
自
分

の
問
題
と

し
て
捉
え
、

戦
争
の
悲

惨
さ
と
平

和
の
貴
さ

を
考
え
る

と
と
も
に
、

よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
に

よ
る
人
権
侵
害
を
「
し
な
い
、
さ
せ

な
い
」
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
内

容
で
し
た
。

○
人
権
問
題
意
見
発
表
会

　
北
島
南
小
学
校
６
年
安
岡
真
優
さ

ん
の
「
み
ん
な
の
人
権
を　

み
ん

な
で
守
ろ
う
」、
北
島
中
学
校
２

年
山
内
真
咲
さ
ん
の
「
シ
ョ
ウ
ガ

イ
シ
ャ
レ
ッ
テ
ル
」（
来
月
号
に
全

文
掲
載
予

定
）
と
い

う
人
権
作

文
の
発
表

が
あ
り
ま

し
た
。「
実

体
験
を
通

し
た
発
表

は
心
に
響

き
、
再
認

識
す
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。」

と
い
う
感

想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し

た
。

○
人
権
問
題
講
演
会

　
山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長
の
川
口
泰
司
さ
ん
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、「
ネ
ッ
ト
人
権
侵
害

と
部
落
差
別
の
現
実
～
水
平
社
創
立

１
０
０
年
、
部
落
問
題
は
今
～
」
と

い
う
演
題
の
も
と
、
部
落
差
別
を
は

じ
め
と
し
た
ネ
ッ
ト
に
よ
る
厳
し
い

差
別
の
現
実
と
そ
の
対
策
、「
差
別

を
し
な
い
人
と
し
て
の
生
き
方
」
等

に
つ
い
て
熱
く
お
話
い
た
だ
け
ま
し

た
。
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
「
見
え

な
い
差
別
」、
そ
れ
を
見
抜
け
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
、

自
分
の
問

題
と
し
て

考
え
て
い

か
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
こ
と
を

痛
感
し
ま

し
た
。

　
「
自
分
は
差
別
し
な
い
か
ら
大
丈

夫
と
言
う
方
は
無
関
心
と
い
う
傾
向

が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。
自
覚
な
く
差
別
が
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
り
、

常
に
人
権
に
対
す
る
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。」と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
期
間
中
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆

様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

町内３幼稚園合同作品

町内小学校の作品

パネル展の様子安岡真優さんの発表山内真咲さんの発表

川口さんの講演の様子
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一
　
般
　
質
　
問

　
町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
は
、
夷
谷
大

輔
議
員
、梶
哲
也
議
員
、橋
本
典
幸
議
員
、佐
々

木
紀
子
議
員
、
武
山
光
憲
議
員
、
板
東
泰
史
議

員
、
伊
勢
政
二
議
員
、
増
谷
禎
通
議
員
で
大
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

夷
谷
大
輔 

議
員

　

質
問
１　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て

　
ヒ
マ
ワ
リ
を
使
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
捻
出
し
て
は
ど
う
か
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
と
し
て
使
用
し
た
り
、
ヒ
マ
ワ
リ
油
を
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
登
録
す
る
こ
と
で
北
島

町
の
可
能
性
も
広
が
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
現
在
、
町
で
は
花
の
種
を
配
布
し
休
耕
田
に

蒔
い
て
も
ら
う
花
づ
く
り
協
働
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
中
で
農
業
関
連
団
体
と
も
連
携
し
、

ヒ
マ
ワ
リ
栽
培
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
が
で

き
な
い
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
２　
食
育
と
農
育

　
学
生
さ
ん
た
ち
が
自
ら
種
ま
き
か
ら
始
め
、

地
域
の
農
家
・
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
収
穫
し
、
ま
た
そ
れ
を
販
売

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
現
在
、
小
学
校
で
は
、
野
菜
の
収
穫
体
験
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
生
産
者
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
収
穫
に
至
る
ま
で
の

過
程
を
学
び
体
験
で
き
る
機
会
を
設
け
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
野
菜
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　

質
問
３　
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
開
発
を

　
町
の
レ
ン
コ
ン
や
鳴
門
金
時
な
ど
を
使
い
、

地
域
の
方
々
や
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
町

職
員
・
管
理
栄
養
士
な
ど
を
中
心
に
、
町
の
新

た
な
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
を
発
掘
で
き
る

よ
う
、
地
元
の
農
産
物
を
材
料
に
し
た
加
工
品

も
含
め
た
新
し
い
商
品
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
の
研
究
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶　
哲
也 

議
員

　

質
問
１　
庁
舎
内
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
に
つ
い
て

　
自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
る
な
か
で
、
庁
舎

内
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
化
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
。

来
庁
者
の
窓
口
で
の
待
ち
時
間
に
お
い
て
も
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
な
る
と
考
え
る
が
、
見
解

を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
住
民
向
け
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
等
の

整
備
に
つ
い
て
も
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問
２　
公
園
等
の
屋
外
ト
イ
レ
の
管
理
に
つ

い
て

　
公
園
の
屋
外
ト
イ
レ
に
お
け
る
現
在
の
管
理

状
況
と
、
清
掃
頻
度
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
公
園
の
ト
イ
レ
清
掃
は
、
１
業
者
と
委
託
契

約
し
、
13
ケ
所
の
公
園
を
利
用
状
況
や
大
き
さ

に
応
じ
て
週
１
回
か
ら
月
１
回
清
掃
し
て
い

る
。　

　

質
問
２　
②

　
清
掃
頻
度
を
増
や
す
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
利
用
状
況
を
再
確
認
し
、
清
掃
回
数
や
委
託

業
者
を
増
や
す
こ
と
で
公
園
美
化
に
努
め
て
い

く
。

　

質
問
３　
北
島
水
辺
交
流
プ
ラ
ザ
休
憩
施
設
に

つ
い
て

　
水
辺
交
流
プ
ラ
ザ
休
憩
施
設
「
ア
ク
ア
プ
ラ

ザ
」
は
、
釣
り
な
ど
で
町
外
や
県
外
か
ら
の
訪

問
者
が
多
い
。
施
設
内
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
品

目
な
ど
の
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
の
来
年
度
か
ら
選
定
す
る
新

た
な
管
理
者
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

を
紹
介
す
る
内
容
も
含
め
た
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
提
案
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
４　
広
報
に
つ
い
て

　
町
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
様
々

な
媒
体
が
あ
る
が
、
広
報
の
費
用
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
総
務
課
に
お
け
る
令
和
４
年
度
予
算
と
し
て
、

町
報
関
連
経
費
６
６
７
万
円
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

管
理
費
93
万
４
千
円
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
管
理
シ
ス
テ

ム
使
用
料
39
万
６
千
円
、
四
国
放
送
デ
ー
タ
放

送
使
用
料
25
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

質
問
４　
②

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
機
能
強
化
、
ア
イ
コ

ン
内
の
充
実
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
改
善
を
検
討
し
、
必
要
な
情
報
を
よ
り
取
得

し
や
す
い
媒
体
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

質
問
５　
子
育
て
環
境
に
つ
い
て

　
育
児
の
負
担
の
軽
減
や
、
子
ど
も
の
体
調
に

つ
い
て
の
不
安
解
消
の
た
め
、
小
児
科
医
と
オ

議
会
だ
よ
り

北
島
町
議
会

　
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
９
日
に
開
会
さ
れ
、
12
月
20
日
に
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

　
町
長
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
議
会
議
員
及
び
北
島
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
10
議
案
、
議
員
提
出
議
案
と
し

て
「
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
多
様
な
学
習
機
会
の
確
保
の
た
め
の
経
済
的
支
援
制
度

の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
」
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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ン
ラ
イ
ン
で
相
談
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
夜
間
・
休
日
の
子
ど
も
の
急
な
病
気
や
け
が

等
の
相
談
は
、
徳
島
こ
ど
も
医
療
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）
が
あ
る
。
小
児
科
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
シ
ス
テ
ム
は
、
気
軽
に
小
児
科
医
に
相

談
で
き
る
仕
組
み
だ
が
、
急
な
相
談
対
応
に
は

向
い
て
い
な
い
面
も
あ
る
た
め
、
導
入
に
つ
い

て
は
、
も
う
少
し
詳
し
く
研
究
し
、
考
え
た
い
。

　

質
問
６　
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
本
年
度
よ
り
調
理
、
配
送
業
務
を
直
営
か
ら

委
託
に
変
わ
っ
た
が
、
業
務
に
問
題
点
な
ど
は

な
い
か
。

　

答　
弁　
亀
井
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
今
ま
で
と
お
り
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準

に
沿
っ
て
給
食
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
委
託
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
衛
生
専
門
員
や

業
務
指
導
員
に
よ
る
定
期
巡
回
や
衛
生
研
修
会
、

さ
ら
に
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ル
ー
ル
を
も
う

け
安
全
に
配
慮
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
栄
養
教
諭
や
管
理
栄
養
士
、
委
託

事
業
者
と
連
携
し
安
全
、
安
心
な
給
食
の
提
供

に
努
め
て
い
く
。

　

質
問
７　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
本
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
を
外
部
委
託

し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
の
現
状
と
納
税
額
を

聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
令
和
４
年
４
月
～
11
月
ま
で
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
、
４
８
７
件
で
５
９
８
万
５
千
５
百
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

質
問
７　
②

　
業
務
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
早
く
行
い
、

年
度
内
で
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が
増
額
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
委
託
業
者
の
担
当
者
よ
り
毎
月
報
告
が
あ
り
、

状
況
の
把
握
や
改
善
点
等
の
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
返
礼
品
の
新
商
品
の
追
加
や
定
期
便
の
新

設
な
ど
対
応
で
き
る
も
の
は
す
ぐ
に
サ
イ
ト
に

登
録
し
て
い
る
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
典
幸 

議
員

　

質
問
１　
転
入
さ
れ
た
方
々
へ
の
新
た
な
提
供

品
　
転
入
さ
れ
る
方
に
災
害
対
応
へ
の
意
識
向
上

の
た
め
、
防
災
非
常
食
の
提
供
。
ま
た
、
空
撮

映
像
を
盛
り
込
む
町
の
紹
介
ビ
デ
オ
を
作
製
し
、

提
供
す
る
の
は
如
何
か
。
こ
れ
は
各
小
学
校
の

教
材
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
新
た
な
提
供
品
等
は
、
今
後
長
期
に
渡
る
対

応
の
た
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
平
成
26
年
度
に
四
国
大
学
と
協
働
し
町
施
設

の
紹
介
動
画
を
作
成
し
、
平
成
27
年
度
に
は
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
の
空
撮

動
画
を
作
成
し
公
開
し
て
い
る
。
全
国
の
事
例

も
参
考
と
し
、
製
作
し
た
動
画
も
活
用
し
な
が

ら
、
小
学
校
の
学
習
教
材
に
も
繋
が
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
２　
遠
足
・
修
学
旅
行
の
誘
致

　
町
は
多
彩
な
企
業
・
工
場
と
共
存
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
状
況
を
町
内
外
の
児
童
生
徒

の
見
学
先
と
し
て
、
遠
足
や
修
学
旅
行
を
誘
致

す
べ
き
で
あ
る
。
企
業
や
教
育
委
員
会
な
ど
多

く
の
仲
介
組
織
の
協
力
を
必
要
と
す
る
が
、
如

何
お
考
え
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
児
童
・
生
徒
へ
魅
力
的
な
体
験
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
町
内

企
業
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
方
法
を
模
索

し
て
い
き
た
い
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
紀
子
議
員

　

質
問
１　
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
道
路

の
名
称
募
集
に
つ
い
て

　

中
学
生
と
の
一
般
会
議
で
環
境
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
た
。

　
現
在
、
本
町
で
は
毎
年
ど
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
募
集
し
て
い
る
の
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
建
設
課
で
は
「
北
島
町
ア
ド
プ
ト
事
業
」
を

実
施
し
、
住
民
有
志
に
よ
る
公
共
施
設
の
清
掃

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
年
度
は

10
団
体
１
１
１
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

質
問
１　
②

　
フ
ジ
グ
ラ
ン
前
の
道
路
か
ら
北
村
ま
で
の
直

線
約
４
㎞
を
町
内
小
中
４
校
で
、
除
草
作
業
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
町
内
で
も
１
、２
を
争
う
交
通
量
の
多
い
道

路
で
危
険
も
伴
う
た
め
、
児
童
生
徒
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は
課
題
が
多
い
。
安
全
面

を
考
慮
し
最
良
な
活
動
を
考
え
た
い
。

　

質
問
１　
③

　
こ
の
メ
イ
ン
道
路
に
町
内
の
小
中
学
生
か
ら

名
前
を
募
集
し
、
親
し
み
の
あ
る
町
道
に
し
て

は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
道
路
へ
の
名
称
を
付
け
る
こ
と
が
「
自
分
の

住
ん
で
い
る
町
を
綺
麗
に
す
る
、好
き
に
な
る
」

と
い
っ
た
こ
と
に
も
つ
な
が
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

　

質
問
２　
妊
婦
・
子
育
て
家
庭
へ
の
伴
走
型
相

談
支
援
と
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
た

伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
の
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
妊
婦
・
子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
い
な
が
ら
面

談
や
継
続
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
と
、
経

済
的
支
援
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　

質
問
２　
②

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
こ
ふ

わ
」
を
相
談
拠
点
と
し
て
出
産
後
の
「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
を
今
後
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
く
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
事
業
の
概
要
を
踏
ま
え
、
定
期
的
な
面
談
等

の
機
会
や
各
種
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　

質
問
２　
③

　
様
々
な
理
由
か
ら
支
援
が
必
要
な
「
特
定
妊

婦
」
へ
の
支
援
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　

保
健
師
が
電
話
や
家
庭
訪
問
等
で
、
寄
り

添
っ
て
相
談
し
や
す
い
関
係
作
り
を
し
、
安
心

し
て
子
育
て
が
出
来
る
よ
う
に
き
め
細
か
い
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

　

質
問
３　
町
内
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
更
な
る
活
用
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に
つ
い
て

　
傷
病
者
が
女
性
で
も
、
た
め
ら
わ
ず
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
で
き
る
よ
う
、
公
共
施
設
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

ボ
ッ
ク
ス
内
に
三
角
巾
と
使
用
方
法
を
配
備
し

て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
町
で
備
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
収
納
品
に
は
、
タ
オ

ル
が
備
わ
っ
て
い
る
。
も
し
も
の
時
は
自
ら
の

衣
類
や
付
近
の
応
援
の
協
力
な
ど
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

　

質
問
３　
②

　
中
学
生
が
、
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
で
、
人
命
救
助
の

大
き
な
手
助
け
に
な
る
と
考
え
る
。
中
学
校
に

お
け
る
指
導
や
助
言
の
現
状
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
が
目
標
と
な
っ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
現
在
は
教
員
が
実
物
を
提
示
し
て

授
業
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
場
面
に
勇
気
を
も
っ
て

対
処
で
き
る
力
も
同
時
に
育
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

質
問
３　
③

　
町
内
事
業
者
へ
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
へ
の
登

録
促
進
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
協
力
状
況
は
ど
う

か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
町
施
設
の
ほ
か
に
、
町
内
で
は
約
50
個
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
多
く
の
場

所
で
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ

プ
情
報
で
検
索
が
可
能
な
こ
と
も
含
め
て
広
報

な
ど
で
呼
び
か
け
し
て
い
く
。

　

質
問
４　
火
災
被
災
者
へ
の
支
援
情
報
の
作
成

に
つ
い
て

　
近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
火
災
件
数
に
つ
い

て
、
現
在
、
本
町
で
の
被
災
後
の
各
種
手
続
き

案
内
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
現
地
で
状
況
を
把
握
し
、
町
長
を
は
じ
め
関

係
部
局
と
情
報
を
共
有
し
、
被
災
者
へ
各
種
手

続
き
や
対
応
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

　

質
問
４　
②

　
火
災
に
遭
わ
れ
た
方
へ
の
ご
案
内
冊
子
を
作

成
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
案
内
冊
子
は
現
在
備
え
て
い
な
い
た
め
、
作

成
を
検
討
し
た
い
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
山
光
憲 

議
員

　

質
問
１　
町
民
か
ら
の
町
の
魅
力
発
信
に
つ
い

て
　
移
住
の
点
か
ら
町
の
活
動
状
況
、
魅
力
や
住

環
境
等
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
、
ま
た
町
報
等
に
投

稿
し
て
い
た
だ
く
書
き
込
み
体
制
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
移
住
・
定
住
・
企
業
誘
致
な
ど
を
促
進
す
る

た
め
、
他
市
町
村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
、
本
町
の
魅
力
が
伝
わ
る
情
報
発
信
に

努
め
て
い
く
。

　

質
問
２　
節
電
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　
こ
の
冬
電
力
各
社
が
実
施
す
る
節
電
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
利
用
者
の
節
電
量
に
応
じ
て
政
府
の

支
援
策
が
あ
る
。
本
町
に
お
け
る
状
況
は
ど
う

か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
法
人
等
向
け
の
「
節
電
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ
ｉ
ｚ

２
０
２
２
冬
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。
総

合
庁
舎
で
は
、
空
調
設
定
20
度
を
目
安
と
し
た

温
度
管
理
な
ど
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
民
・
事
業
者
の
方
々
も
無
理
の
な
い
範
囲
で

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

質
問
３　
歩
車
分
離
式
信
号
の
検
討
に
つ
い
て

　
先
般
、
町
民
か
ら
町
内
交
差
点
に
お
け
る
安

全
対
策
の
要
望
が
提
出
さ
れ
た
。
全
国
で
導
入

さ
れ
て
い
る
歩
車
分
離
式
信
号
の
導
入
を
要
望

し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
徳
島
板
野
警
察
署
及
び
県
へ
要
望
書
提
出
の

際
に
、
改
善
案
の
ひ
と
つ
と
し
て
歩
車
分
離
式

信
号
の
導
入
も
提
案
し
て
い
る
。
今
後
も
粘
り

強
く
要
望
や
協
議
を
重
ね
、
安
全
対
策
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

質
問
４　
隠
れ
待
機
児
童
に
つ
い
て

　
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
無
園
児
と
、
希

望
園
に
入
園
で
き
な
い
保
留
児
童
の
人
数
は
把

握
で
き
て
い
る
の
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
今
年
４
月
時
点
の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
で
、
保

留
児
童
は
10
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
無
園
児
に

つ
い
て
把
握
で
き
る
限
り
で
は
、
０
歳
か
ら
２

歳
児
が
約
２
３
０
人
、
３
歳
か
ら
５
歳
児
が
約

50
人
と
み
て
い
る
。

　

質
問
５　
災
害
時
の
飲
料
水
、
快
適
ト
イ
レ
の

運
用
に
つ
い
て

　
災
害
時
で
の
一
番
の
課
題
で
あ
る
ト
イ
レ
の

対
策
と
、
飲
料
水
の
確
保
と
し
て
給
水
袋
の
運

用
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
ト
イ
レ
の
備
え
に
つ
い
て
は
、
各
自
で
の
備

え
や
避
難
所
で
の
ル
ー
ル
や
設
置
・
使
用
要
領

な
ど
、
啓
発
や
訓
練
を
進
め
て
い
く
。

　
飲
料
水
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
・
防
災
公

園
・
浄
水
場
で
給
水
袋
の
備
蓄
を
し
て
い
る
。

今
後
も
順
次
追
加
し
な
が
ら
備
え
て
い
く
。

　

質
問
５　
②

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
に
ア
ク
セ
ス
す
る

と
す
べ
て
の
項
目
が
一
覧
で
分
か
り
や
す
く
確

認
で
き
る
よ
う
早
急
に
対
処
願
い
た
い
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
掲
載
内
容
が
多
い
た
め

分
類
と
表
示
の
工
夫
、
ま
た
マ
ッ
プ
の
表
示
の

仕
方
も
再
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問
５　
③

　
休
日
に
は
公
共
施
設
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
利
用
で

き
な
い
た
め
、
公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
、

屋
内
か
ら
屋
外
に
移
動
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
県
下
で
も
屋
外
設
置
を
進
め
て
い
る
事
例
が

あ
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。

　

質
問
６　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
影
響

　
文
部
科
学
省
の
実
証
結
果
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
の
使
用
後
に
、
目
や
首
、
肩
の
疲
れ
や

痛
み
を
訴
え
る
児
童
生
徒
が
あ
る
。
ま
た
５
割

を
超
え
る
教
員
が
使
わ
な
い
週
も
あ
る
と
回
答

し
て
い
る
。
北
島
町
の
小
中
学
校
で
の
状
況
は

ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
小
学
校
で
は
主
に
国
語
算
数
で
、
低
学
年
は

週
に
最
大
12
時
間
、
高
学
年
は
最
大
20
時
間
、

中
学
校
で
は
英
語
で
毎
週
１
時
間
以
上
使
用
し

て
い
る
。
健
康
面
に
も
十
分
注
意
し
な
が
ら
授

業
に
取
り
入
れ
て
い
く
。

　

質
問
７　
中
学
卒
業
後
、
学
校
か
ら
子
ど
も
へ

の
発
信
に
つ
い
て

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
中
学
校
卒
業
後

は
接
点
が
な
く
、
状
況
が
把
握
で
き
な
い
。
卒

業
後
、
年
２
回
ほ
ど
、
電
話
・
メ
ー
ル
を
送
っ

て
い
る
教
育
委
員
会
も
あ
る
。
学
校
と
も
協
議
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し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
教
育
委
員
会
等
と
連
携
し
て
現
状
把
握
に
努

め
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
支
援
に
結
び
つ

け
る
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
卒
業
後
も
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
相

談
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
在
学
中
に
教
え

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
東
泰
史 

議
員

　

質
問
１　
北
見
市
を
視
察
し
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
手
続
き
で
住
民
課

の
窓
口
が
混
雑
し
て
い
る
。
待
合
場
所
の
椅
子

の
増
設
と
整
理
券
発
行
機
の
導
入
を
提
案
し
た

い
。

　

答　
弁　
藤
田
住
民
課
長

　
椅
子
の
増
設
や
受
付
順
番
案
内
が
可
能
な
発

券
機
を
早
急
に
取
り
入
れ
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な

窓
口
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

質
問
１　
②

　
議
会
で
北
見
市
を
視
察
し
た
際
、
北
見
市
職

員
の
名
札
は
字
が
大
き
く
て
離
れ
て
も
よ
く
見

え
た
が
、
本
町
の
名
札
は
字
が
小
さ
い
。
名
札

に
つ
い
て
規
定
は
あ
る
か
。
ま
た
、
吊
り
下
げ

式
で
裏
返
り
も
考
慮
し
、
両
面
使
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
名
札
に
お
い
て
、
町
章
や
文
字
の
ポ
イ
ン
ト
、

配
列
等
に
つ
い
て
規
定
は
な
い
。
令
和
５
年
４

月
か
ら
、
全
職
員
の
名
札
を
分
か
り
や
す
く
見

や
す
い
よ
う
に
変
更
す
る
よ
う
準
備
し
た
い
。

　

質
問
２　
卒
業
ア
ル
バ
ム
制
作
に
つ
い
て

　
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
制
作
に
手
間
が
か
か
る
と

聞
く
が
、
本
町
も
担
任
が
制
作
に
携
わ
っ
て
い

る
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
制
作
は
、
現
在
、
教
職
員

が
行
っ
て
い
る
。

　

質
問
２　
②

　
児
童
生
徒
の
登
場
機
会
を
同
じ
く
す
る
よ
う
、

近
年
で
は
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
組
み
合
わ
せ
を
選

ぶ
こ
と
も
可
能
ら
し
い
が
、
導
入
さ
れ
て
い
る

か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
業
務
負
担
軽
減
策
は
、
写
真

の
選
定
だ
け
で
な
く
業
務
効
率
化
に
向
け
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
３　
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
整
備

　
厚
生
労
働
省
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
チ
ー
ム

オ
レ
ン
ジ
と
呼
ば
れ
る
認
知
症
対
策
の
組
織
を

各
市
町
村
に
整
備
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
令

和
２
年
の
調
査
で
は
、
県
内
で
３
組
し
か
組
織

さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
町
に
お
け
る
取
り
組
み

は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
亀
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　
今
年
度
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
他
、認
知
症
の
方
や
ご
家
族
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
が
中
心
と
な
り
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
な
ど
を

開
催
し
た
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
と
と
も
に
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
政
二 

議
員

　

質
問
１　
排
水
路
の
水
草
除
去
清
掃
に
つ
い
て

　
水
草
が
一
面
に
繁
殖
し
て
い
る
排
水
溝
が
、

各
所
で
見
受
け
ら
れ
る
。
頻
繁
に
水
草
を
除
去

す
る
か
、
排
水
溝
に
蓋
を
設
け
る
か
、
い
ず
れ

か
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
水
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
水
草
の
早
期
発
見
・
撤
去
を
徹
底
し
、

水
路
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

質
問
２　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
つ
い
て

　
役
場
の
窓
口
に
来
場
さ
れ
た
町
民
の
方
を
待

た
す
こ
と
な
く
、
短
時
間
で
窓
口
手
続
き
が
行

え
る
よ
う
に
、
北
見
市
方
式
に
近
い
よ
う
な
事

務
手
続
き
を
構
築
す
る
努
力
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
北
見
市
の「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」

を
参
考
と
し
つ
つ
、
本
町
と
し
て
ベ
ス
ト
な
窓

口
の
あ
り
方
を
検
討
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

質
問
３　
高
齢
者
家
庭
の
手
す
り
設
置
に
つ
い

て
　
独
居
の
高
齢
者
か
ら
家
庭
内
で
も
何
か
に
す

が
ら
な
い
と
移
動
が
難
し
い
と
相
談
を
受
け
た
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、
家

庭
内
に
手
す
り
を
設
置
す
る
補
助
金
制
度
を
設

け
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　

答　
弁　
井
住
健
康
保
険
課
長

　
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
手
す
り
の
取
り

付
け
や
段
差
の
解
消
な
ど
を
行
っ
た
場
合
は
、

居
宅
介
護
（
予
防
）
住
宅
改
修
費
が
支
給
さ
れ

る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
、
要
介
護
（
支

援
）
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
認
定
の
申

請
等
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
い
た

だ
き
た
い
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
身
体
の
虚
弱
化
に
よ
り
日
常
生
活
で
の
介
助

が
必
要
な
高
齢
者
の
方
に
は
、
手
す
り
の
設
置

な
ど
住
宅
改
造
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
る
。
介
護
保
険
に
よ
る
給
付
対
象
と
な

る
場
合
は
そ
の
額
を
控
除
し
算
出
す
る
な
ど
諸

条
件
が
あ
る
た
め
、
お
問
合
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

質
問
４　
ド
ー
ム
体
育
館
改
修
に
つ
い
て

　
中
国
・
四
国
・
九
州
地
域
リ
ー
グ
に
徳
島
勢

と
し
て
徳
島
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ズ
が
初
め
て
参
戦
し

て
い
る
。
年
間
に
何
回
か
は
、
地
域
の
体
育
館

で
の
試
合
を
予
定
し
て
お
り
、
Ｙ
Ｇ
Ｋ
ド
ー
ム

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ア
リ
ー
ナ
観
覧
席
の
修

繕
や
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
リ
ン
グ
の
補
修

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
町
民
の
た
め
に
も
設
備

の
不
備
は
正
常
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
ア
リ
ー
ナ
観
覧
席
及
び
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

の
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ー

グ
の
基
準
を
満
た
す
よ
う
、
来
年
度
当
初
予
算

に
費
用
を
計
上
し
、
改
修
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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増
谷
禎
通 

議
員

　

質
問
１　
健
康
福
祉
問
題
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
は
一
向

に
収
束
す
る
状
態
に
な
い
。
厚
生
労
働
省
認
定

の
検
査
キ
ッ
ト
を
家
庭
に
常
備
す
る
よ
う
、
町

と
し
て
検
査
キ
ッ
ト
補
助
金
創
設
が
で
き
な
い

か
。

　

答　
弁　
井
住
健
康
保
険
課
長

　
現
在
は
、
検
査
キ
ッ
ト
購
入
費
用
に
つ
い
て

の
補
助
を
行
う
予
定
は
な
い
が
、
徳
島
県
で
は

ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
検
査
促
進
事

業
と
し
て
、
登
録
医
療
機
関
や
薬
局
で
の
検
査

を
無
料
で
提
供
し
て
い
る
の
で
、
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

　

質
問
１　
②

　
80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
の
割
合
で
発
症
す

る
帯
状
疱
疹
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
接

種
費
用
が
２
～
３
万
円
か
か
る
た
め
、
費
用
の

補
助
が
で
き
な
い
か
、
町
長
の
見
解
を
求
め
た

い
。

　

答　
弁　
井
住
健
康
保
険
課
長

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
任
意
の
接
種

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
国
の
動
向

等
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
２　
防
災
施
設
問
題
に
つ
い
て

　
江
尻
防
災
施
設
に
、
地
域
の
代
表
者
の
許
可

を
得
て
、
子
ど
も
食
堂
に
使
用
す
る
、
机
、
椅

子
、
テ
ン
ト
な
ど
を
保
管
し
て
い
た
が
、
危
機

情
報
担
当
者
か
ら
撤
去
を
求
め
ら
れ
た
。
災
害

発
生
時
に
も
使
用
可
能
な
も
の
で
あ
る
が
、
保

管
許
可
は
で
き
な
い
の
か
。

　

質
問
２　
②

　
子
ど
も
食
堂
の
荷
物
を
保
管
す
る
た
め
、
お

宮
の
敷
地
に
倉
庫
を
建
て
る
こ
と
を
総
代
会
に

諮
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
総
代
の
一
部
か
ら
反

対
の
声
も
出
て
い
る
。
北
島
町
と
し
て
防
災
倉

庫
の
一
部
を
開
放
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
災
害
時
に
活
用
で
き
る
物
資
の
共
有
は
、
町

と
し
て
も
有
り
難
い
と
考
え
る
。
収
容
に
つ
い

て
は
施
設
利
用
関
係
者
と
協
議
を
図
り
な
が
ら
、

連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

質
問
２　
③

　
防
災
倉
庫
の
管
理
の
た
め
に
、
倉
庫
扉
に
、

地
域
自
主
防
災
責
任
者
名
を
明
記
し
、
防
災
用

品
収
納
時
に
は
リ
ス
ト
表
を
作
成
し
、
説
明
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
地
域
の
方
々
と
協
議
し
な
が
ら
、
分
か
り
や

す
い
表
示
や
、
情
報
共
有
に
つ
い
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　

質
問
２　
④

　
現
在
、
自
主
防
災
組
織
で
防
災
用
品
の
保
管

に
個
人
の
農
業
倉
庫
な
ど
に
便
宜
上
保
管
さ
れ

て
い
る
箇
所
は
何
件
あ
る
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
便
宜
上
保
管
し
て
い
る
組
織
は
５
団
体
あ
る
。

　

質
問
２　
⑤

　
地
域
自
主
防
災
組
織
は
何
件
あ
り
、
そ
の
内
、

防
災
用
品
の
保
管
倉
庫
の
な
い
組
織
は
現
在
何

件
あ
る
の
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
現
時
点
の
自
主
防
災
組
織
は
合
計
49
団
体
あ

り
、
そ
の
う
ち
倉
庫
を
持
た
な
い
組
織
は
７
団

体
あ
る
。

　

質
問
３　
中
学
生
国
際
交
流
問
題
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
中
学
生

の
国
際
事
業
に
も
影
響
し
て
い
る
。
来
年
度
の

国
際
事
業
は
開
催
で
き
る
の
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
令
和
５
年
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
研
修
を
行
う
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
感
染
状
況
等
を
鑑
み
、
参
加

者
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
慎
重
に
判
断
し
て

い
き
た
い
。

　

質
問
３　
②

　

カ
ナ
ダ
の
国
際
交
流
事
業
で
は
、
ア
ー
ル

マ
リ
オ
ッ
ト
校
と
の
姉
妹
校
締
結
や
授
業
出

席
、
学
校
間
相
互
交
流
を
実
現
さ
せ
て
き
た
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
変
更
さ
れ
て
１
回
も
開
催

で
き
て
い
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
学
校

相
互
交
流
な
ど
の
計
画
は
あ
る
の
か
聞
き
た
い
。

　

質
問
３　
③

　
学
校
間
相
互
交
流
は
、
中
学
校
全
体
の
生
徒

の
交
流
や
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
家
庭
に

も
国
際
交
流
の
恩
恵
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
私
は
絶
対
に
や
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
答
弁
を
求
め
た
い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
交
流
事
業
は
、
コ
ロ

ナ
禍
以
降
、
３
年
間
開
催
で
き
て
い
な
い
。
今

後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
研
修
を
重
ね
、
関

係
性
を
深
め
な
が
ら
、
姉
妹
校
締
結
や
学
校
間

相
互
交
流
に
向
け
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
た
い
。

　

質
問
４　
教
育
問
題
に
つ
い
て

　
来
年
度
の
ひ
ょ
う
た
ん
夏
祭
り
の
実
行
委
員

会
で
も
提
案
し
た
が
、
竹
宮
惠
子
氏
の
漫
画
作

品
の
個
展
と
講
演
会
を
中
学
校
で
開
催
し
て
は

ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
竹
宮
惠
子
氏
の
関
係
者
と
協
議
の
う
え
、
中

学
生
は
も
ち
ろ
ん
広
く
一
般
の
住
民
に
も
ご
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
町
全
体
と
し
て
場
所
や
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
４　
②

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
減
量
の
た
め
に
、
学
校

給
食
の
牛
乳
を
紙
パ
ッ
ク
か
ら
直
接
飲
む
よ
う

に
し
た
と
聞
く
。
北
島
町
も
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　

答　
弁　
亀
井
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
本
町
で
は
、
令
和
４
年
４
月
よ
り
ス
ト
ロ
ー

レ
ス
パ
ッ
ク
で
提
供
し
て
い
る
。
各
校
の
実
態

に
応
じ
、
発
達
段
階
や
支
援
の
必
要
な
児
童
生

徒
、
ま
た
衛
生
面
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
、
実

践
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

質
問
５　
子
ど
も
食
堂
と
子
ど
も
環
境
問
題
に

つ
い
て

　
国
の
発
表
で
は
、
学
校
で
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
生
徒
が
60
万
人
超
、
不
登
校
生
が
20
万
人
と

発
表
さ
れ
て
い
る
。
非
常
に
深
刻
な
状
況
で
あ

る
。
抜
本
的
な
対
策
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
本
町
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
活
用
し
、
教

育
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校

現
場
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や
家
庭
訪
問
、
教
員
と

児
童
生
徒
間
の
連
絡
帳
等
で
実
態
把
握
に
努
め

て
い
る
。

　

質
問
５　
②

　
中
学
生
の
自
殺
者
も
増
え
て
い
る
と
発
表
し

て
い
る
。
北
島
町
に
お
け
る
、
相
談
窓
口
体
制

や
予
防
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ

て
い
る
の
か
。

　

答　
弁　
井
住
健
康
保
険
課
長

　
自
殺
予
防
に
つ
い
て
は
、
身
近
な
人
の
気
づ

き
が
最
も
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。
電
話
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
相
談
な
ど
様
々
な
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、

今
後
も
広
報
を
通
じ
て
広
く
周
知
し
て
い
き
た
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い
。

　

質
問
５　
③

　
こ
ど
も
家
庭
庁
で
も
、
子
ど
も
食
堂
開
催
の

支
援
事
業
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
組
織

と
し
て
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
と
し
て
支
援
の
考
え
は
な
い
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
子
ど
も
食
堂
を
開
催
さ
れ
て
い
る
方
々
と
連

携
し
、
行
政
の
目
で
は
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
支
援
を
必
要
と
す
る
ご
家
庭
を
、
と
も
に

支
援
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。
国
の
動
向
も
注

視
し
、
行
政
が
で
き
る
支
援
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
。

　

質
問
６　
清
掃
事
業
に
つ
い
て

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
火
災
が
多
発
し
て

い
る
と
聞
く
。
北
島
町
で
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
な
ど
の
収
集
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
聞
き

た
い
。

　

答　
弁　
藤
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

　
本
町
で
は
、
粗
大
・
不
燃
ご
み
置
場
に
直
接

持
ち
込
む
か
、
回
収
依
頼
の
申
込
に
よ
り
、
回

収
に
伺
う
方
式
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
出
し
方
や
処
理
方

法
な
ど
を
広
報
し
、
安
全
な
収
集
体
制
に
努
め

て
い
く
。

　

質
問
６　
②

　
新
聞
報
道
で
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
事
業
で

徳
島
市
が
脱
退
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
私

は
、
早
く
か
ら
生
ご
み
の
バ
イ
オ
処
理
と
民
間

に
よ
る
焼
却
処
理
を
提
唱
し
て
き
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
早
急
に
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
町
長

の
見
解
を
求
め
た
い
。

　

答　
弁　
藤
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

　
本
町
の
焼
却
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、
耐
用

年
数
も
大
幅
に
過
ぎ
て
い
る
。
他
市
町
と
の
連

携
、
焼
却
施
設
の
大
規
模
修
繕
、
バ
イ
オ
処
理

と
民
間
に
よ
る
焼
却
の
組
合
せ
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
方
向
か
ら
調
査
・
研
究
し
、
よ
り
よ
い
方
法

を
模
索
・
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問
７　
デ
ジ
タ
ル
化
と
回
覧
板
の
廃
止
問
題

に
つ
い
て

　
社
会
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
メ
ー
ル
や
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
瞬
時
に
情
報
伝
達
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
報
に
連
絡

欄
を
設
け
て
広
報
し
、
回
覧
板
は
廃
止
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
回
覧
板
は
衛
生
組
合
内
の
情
報
伝
達
が
目
的

で
あ
る
た
め
、
今
後
、
担
当
課
と
も
協
議
の
う

え
連
合
会
の
役
員
会
等
で
意
見
を
聴
き
、
よ
り

よ
い
形
で
の
情
報
周
知
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
本
会
議
当
日
、

先
着
順
に
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
第

１
回
定
例
会
は
３
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
ま
で

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

決
定
次
第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

☎
６
９
８

－

９
８
１
１

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

相談の種類 相 談 の 内 容 開　　催　　日

一 般 相 談 高齢者の生活相談、全般についての相談 毎週水曜日
13:00 ～ 16:00（予約制）

３月１日、８日、15日、22日、29日
４月５日、12日、19日、26日

専
　
　
門
　
　
相
　
　
談

法 律 相 談 財産、相続、扶養、契約、金銭貸借等に
ついての相談

毎月第３火曜日
10:00 ～ 12:00（予約制）

３月14日
４月18日

人 権 相 談 基本的人権や人権侵害に関する相談 毎月第１木曜日
13:00 ～ 16:00

３月２日
４月６日

行 政 相 談 国、県、町の仕事に関する苦情などの相談 毎月第３木曜日
13:00 ～ 16:00

３月16日
４月20日

児童教育相談 児童養育や教育などについての相談 毎週金曜日
13:00 ～ 16:00（予約制）

３月３日、10日、17日、24日、31日
４月７日、14日、21日、28日

外
がい

国
こく

人
じん

に関
かん

する相
そうだん

談 外
がいこくじん

国人の在
ざいりゅう

留、生
せい

活
かつ

全
ぜん

般
ぱん

についての相
そう

談
だん 毎

まいつき
月第

だい
２
に

水
すい

曜
よう

日
び

10:00 ～ 12:00（予
よ

約
やく

制
せい

）
３月８日
４月12日

登 記 相 談 土地家屋調査士による土地の境界線や
分筆登記等についての相談

奇数月第３木曜日　　　　　　 
10:00 ～ 12:00 ３月16日

北島町ふれあい総合相談センター３・４月日程表

注：法律相談の相談時間は、１回20分となります。

※国民の祝日および12月29日～１月３日は除きます。
　新型コロナウイルス感染状況等により中止する場合があります。
※一般相談・法律相談・児童教育相談・外

がいこくじん

国人に関
かん

する相
そう

談
だん

は予
よ

約
やく

制
せい

です。事前に社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょうぎ

議会
かい

（☎698−8910）へご連
れん

絡
らく

ください。
※行政相談は、総務省行政相談センター「きくみみ徳島」でも受付しています。（☎0570－090110）
※登記相談は、公益社団法人徳島県公共嘱託登記土地家屋調査士協会へお問合せください。（☎623－7275）
※介護相談を毎週月～金曜日（8:30 ～ 17:00）社会福祉協議会・地域包括支援センター (役場４階)で実施しています。
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図書館からのお知らせ
図書館広域利用の拡大について

　平成24年４月１日より開始された『図書館の広域
利用』に令和５年１月１日より小松島市立図書館が加
入しております。
　これにより北島町立図書館以外にも次の図書館につ
いては北島町に在住の方でも図書が借りられます。

・徳島市立図書館（はこらいふ図書館）
・藍住町立図書館
・生涯学習センター小松島市立図書館

　また次の点にご注意下さい。
・図書館広域利用の利用者カード申請は、各対象図書
館へお申込みください。（北島町立図書館では他館
の利用者カードは作れません）

・利用申請時には本人確認ができるものが必要となり
ます。（広域利用加入館の間では必要な場合にのみ、
利用者情報の相互提供を行う場合があります。ご了
承ください。）

・貸出冊数、期間等は各対象図書館の定める利用規則
等にしたがってご利用ください。

・各対象図書館で借りた本は必ず直接借りた図書館へ
ご返却ください。

図書館・創世ホールからのお知らせ
北島町立図書館・創世ホール文化講演会
海野十三先生◎生誕125周年記念特別企画
大森望◎講演会
｢海野十三､ 小松左京から『三体』へ−現代SF最前線−｣

日時▶２月12日㈰
　　　14時30分～ 16時（14時開場）
会場▶３階多目的ホール　入場無料

講師▶大森望（おおもり・のぞみ）氏

主催▶北島町立図書館・創世ホール

新しく入った本
■図書館に新しく入った本の一部をご紹介します。

＊1961年高知市生まれ。
　京都大学文学部卒業後､
　新潮社入社。その後退職し
　フリーとなり、様々な編集で、
　多くの賞を受賞。
　話題作「三体」三部作の共訳
　も手がけている。

《児　童　書》

●いもとようこ『ゆきおんな』金の星社
●ひろまつゆきこ『かえりみちとっとこ』岩崎書店
●マーカス・フィスター『にじいろのさかなとおは

なしさん』講談社
●こてらしほ『アニマルバスとわすれもの』

ポプラ社
●中村壱太郎『狐忠信　見て聞いてまねして楽しむ

歌舞伎絵本』くもん出版
●林佳里『たびするプリンセスとすてきなおたん

じょうびパーティー』JTBパブリッシング

《一　般　書》

●落合陽一『忘れる読書』PHP研究所
●朝井まかて『鎌倉残影』KADOKAWA
●『御朱印でめぐる全国の絶景寺社図鑑』

地球の歩き方
●瀬戸内寂聴『ほほえみがたり』朝日新聞出版
●よしながふみ『仕事でも仕事じゃなくても』

フィルムアート社
●誉田哲也『妖の絆』文芸春秋
●冲方丁『骨灰』KADOKAWA

図書館の休館日
3　月2　月

※休館日については工事等により変更となる場合があり
ます。最新情報は北島町ホームページをご覧ください。

土金木水火月日 土金木水火月日
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　今年もはや２月ですね。２月は短いので計画的に過ごしていきたいですね。
　さて、今月は、11月に中央公園にオープンしたジェラート&カフェ「ミンナノテラス 
ミオ」さんのジェラートおまかせセットを10名様にプレゼントいたします。（冷凍便でお
届けします）
　チューリップ公園の近くにあるこちらのお店、お花が咲く時期にはぜひ訪れてみてく
ださい。また、こちらのジェラートもふるさと納税の返礼品に登場予定ですので、町外
の方にもオススメいただけると嬉しいです。ご応募お待ちしております。

北島町民限定！ 　～ 読 者 プ レ ゼ ン ト ～　　　　

応募締切　２月28日㈫必着　※商品の発送をもって当選発表に代えさせていただきます。
応募方法　アンケートの回答と住所・氏名・年齢・電話番号を必ず記入のうえ、ご応募ください。
応 募 先
　はがき　住所　〒771−0285　北島町中村字上地23－１　北島町役場　総務課　宛て
　メールアドレス　kouhou＠kitajima.i-tokushima.jp
　電子申請ＵＲＬ　https://s-kantan.jp/town-kitajima-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=8981

☆認知症に関するアンケート☆
（Ｑ１）認知症の相談窓口を知っていますか？
　１．はい　　２．いいえ
（Ｑ２）認知症等によって行方不明になるおそれのある方が身につけている
　　　 ‘見守りシール’ を知っていますか？
　１．知っている　　２．聞いたことはあるが、詳しくは知らない
　３．知らない

北島町第５次振興計画のお話　第６回　
　前回に引き続き、「基本計画」について書いていきたいと思います。
　「第３章　産業が活気づくまちづくり」では、
　①農業、②工業、③商業、３つの活性化と、④雇用対策・勤労者福祉の充実について具体的取組を
記載しています。
　本町は空港や高速道路などに近く地理的に優位であり、その点を生かして産業を活性化させ、若者
が未来に希望が持てる、元気で明るいまちを目指します。狭いまちであるため、農業と工業・商業と
の両立が課題ではありますが、農産品のブランド化、工業の近代化の推進、商工会と連携した地元商
業の支援などを推進します。また、町内の魅力的な企業などをPRしていきます。
　「第４章　健康でいきいきとしたまちづくり」では、
　①健康づくりの充実、②地域福祉の充実、③子育て支援の充実、④高齢者福祉の充実、⑤いろいろ
な福祉の充実、⑥保険事業の充実の６つの主要施策について書かれています。
　健康に暮らすことは最も重要なことのひとつですが、近年個人の暮らしは多様化し、様々な健康問
題を引き起こす要因ともなっています。町では子どもから高齢者までを対象とした「健康きたじま
21」に基づき、生活習慣病の抑制など健康づくりを推進します。加えて医療体制の充実、またコロ
ナ禍の現状をふまえ感染症予防対策の強化を図ります。
　また、町民の皆さまが笑顔で暮らせるまちを目指すため、子育て支援のための施策（例えば保育の
充実や妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援）や高齢者福祉施策（フレイル予防や高齢者の通い
の場の充実など健康寿命を延ばすための支援）、ひとり親家庭・障がい者・低所得者の方に対する福
祉施策に取り組んでいきます。
　最後に保険事業の充実として、国保・国民年金・介護保険の各種保険事業について適正な事業推進
に努めます。

　総務課　☎698－9801  FAX 698－3642　
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（
12
月
届
分
）（
敬
称
略
）

三　
谷　
崇　
文　
　
千　
尋

　
　
長
女　
朱あ

か　
凛り　
　
　
江　
尻

濵　
田　
健　
太　
　
佳　
歩

　
　
長
女　
怜れ　
杏あ　
　
　
鯛　
浜

大　
北　
慎　
也　
　
可　
織

　
　
二
男　
冬と

う　
真ま　
　
　
鯛　
浜

後　
藤　
勝　
義　
　
友　
里

　
　
長
女　
衣い

ち

か
知
花　
　
　
新
喜
来

山　
田　
貴　
之　
　
由
理
子

　
　
二
男　
雛ひ

な　
剣と　
　
　
高　
房

尾　
形　
裕　
樹　
　
あ
す
か

　
　
二
男　
奏か

な　
飛と　
　
　
鯛　
浜

田　
岡　
圭　
介　
　
　
瞳

　
　
二
女　
万ま　
和な　
　
　
鯛　
浜

（
12
月
届
分
）（
敬
称
略
）

　
春　
藤　
瞭　
斗　
　
　
鳴
門
市

　
吉　
村　
菜
々
穂　
　
　
鯛　
浜

　
巻　
島　
大　
輝　
　
　
鯛　
浜

　
鴻　
池　
美　
希　
　
　
北　
村

　
１
月
８
日
、
北
島
町
「
は
た
ち
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
人
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
18

歳
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に

「
成
人
式
」
か
ら
名
称
を
変
更
し
て
、

二
十
歳
を
祝
う
式
典
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
で
集
ま
っ
た

二
十
歳
の
皆
さ
ん
は
き
ら
き
ら
と
輝

い
て
い
る
よ
う
で
、
会
場
は
華
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
将
来
を
担
う
若
者
の
未
来
は
希
望

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

の
現
状
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
大
き
な
課
題
の
み
な

ら
ず
、
生
き
て
い
れ
ば
個
人
的
に
も

悩
み
は
つ
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
悲
し
い
こ
と
の
後
に
は
幸

せ
な
時
が
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
学
ん
で
、
た

く
さ
ん
遊
ん
で
、
お
い
し
い
も
の
も

た
く
さ
ん
食
べ
て
、
い
ろ
ん
な
場
所

へ
旅
行
し
て
、
見
た
こ
と
の
な
い
景

色
を
た
く
さ
ん
見
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
、

幸
せ
な
瞬
間
が
た
く
さ
ん
訪
れ
る
こ

と
を
祈
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

ふ
る
さ
と
北
島
町
を
愛
し
続
け
て
く

れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

⎧⎨⎩

「
川
面
」

高
房

　石
井
恵
美
子

町
報
画
廊

　眺
め
る
た
び
違
う
表
情
を
楽
し
め
ま
す
。
三
ツ
合
橋

か
ら
南
へ
向
か
っ
て
の
水
辺
で
す
。

⎧⎨⎩


